
会員募集のお知らせ

高松着付けクラブ

〈日　 時〉毎月第１・第３火曜日 

　　　　　 １０：00～12:00
〈指導員〉大川 須恵子

〈問合せ〉石神 和子（会長）

           　　 ☎090‐8057‐6212

料理クラブ 松 味 会

絵てがみ教室 木もれび
〈日　 時〉毎月第2火曜日 

　　　　　１０：00～12:00　

〈会　費〉５００円（材料費含む〉

〈問合せ〉丸井 よし江（講師）

    ☎090‐２０５２‐２３４４　

発行・編集：高松地区まちづくり委員会広報記録部会・高松公民館

高
松
か
る
た
大
会 

令
和
八
年
一
月
十
七
日（
土
）

　

新
春
恒
例
の
か
る
た
大
会
が
、
幼
児
・
小
学
生
低
学
年
・

高
学
年
・
シ
ニ
ア
一
般
の
四
部
門
合
わ
せ
て
七
十
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
々
札
を
と
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
、
「
競
技
か
る
た
」

さ
な
が
ら
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
の
伝
統
と
歴
史
を
残
そ
う
と
作
ら
れ
た
「
高
松

か
る
た
」
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
な
じ
み
に
く
い

絵
札
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
覚
え
て
懸
命
に
取
っ
て
い

る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
前
日
・

当
日
と
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
駒
田
記
者
）

〈日　 時〉毎月第３木曜日 

　　　　　 ９：３０～1３:00
〈会　費〉1000円程度（材料費含む）
〈問合せ〉田川 美代子（代表）

           　　 ☎0４７９‐４６‐０６７１
　楽しくクッキングしませんか！

。　

粟屋トクさん

時松さんと白川さん

ɰ

　
まるで雪国(佐田地区)

Instagram



　二十歳の集いお疲れさまでした！
会場で久しぶりに友人たちと再会し、変わらない笑
顔やそれぞれの近況を分かち合えたことは、何より
の喜びでした。
　この20年間は家族や恩師、地域の方々の支えに
守られた日々でした。これからは、その皆様への感
謝の気持ちを原動力に変え、それぞれの目標や将来
に向かって突き進んでいきましょう！   三島　大和

　今回の「たかまつびと」は粟生地区にお住いの小沼八重
子さんをご紹介します。

Q：小沼さんは、長年にわたり高松公民館の活動を中心的
　に担ってこられ、多くの方に知られています。活動に関
　わるようになったきっかけを教えてください。

A：結婚して粟生地区に引っ越してから、婦人会やPTAに　
　積極的に参加していました。そんな中、当時の鹿島町か　
　ら保健福祉員制度が始まるので協力してほしいと声をか
　けられたのが、関わるようになったきっかけです。

Q：どんな活動が印象に残っていますか？

A：保健福祉員として最初は一人暮らし高齢者の見守り活
　動をしていました。次第に公民館の様々な活動にも参加
　するようになり、ボランティア活動の一環として、「ア　　
　ロハ・リコ・たかまつ」を立ち上げ、子ども達にフラダ
　ンスの楽しさを伝えてきました。盆踊りや高松まつり、
　敬老会や施設訪問などのイベントにも毎年参加していま
　した。

Q：「たかなみ会」の設立にも関わったそうですね。

A：はい。平成17年度に高松地区の地区社協として「たか
　なみ会」が発足しました。私は事務局として「たかなみ
　会」の活動に携わりました。地域のお年寄りが気軽に集
　まれる場所作りとして始めた「お茶っこ会」では、地区
　ごとにスタッフを集め、打合せ、買い物なども行いまし
　た。大変でしたが、人と関わることが好きなので、楽
　しく取り組めましたよ。

Q：福祉を学ぶために海外研修
　にも行かれたとか？

A：茨城県が主催する「ハー
　モニーフライトいばらき」
　は、男女共同参画社会の
　実現を目指し、県内の
　女性人材を派遣する事業
　です。私もこの事業に参
　加し、イギリス、フランス、
　スウェーデンを訪れて福祉
　について学びました。とても
　貴重な経験で、今でも当時の仲
　間たちと交流を続けています。

Q：今年度から粟生シニア「高砂会」の会長になられた
　そうですね？

A：会員が減ってきているので、もっと多くの方に参加
　してもらえるように、楽しい企画を考えているところ
　です。

Q：最後に一言お願いします。

A：いろいろな活動を通して地域や人と繋がれたことが、
　私の宝物です。地域の皆様にはとても感謝しています。
　これからもよろしくお願いします。

Q：ありがとうございました。これからも元気でご活躍
　ください。

　
　二十歳の集い、ありがとうございました。
久しぶりに会えた子もいて、各々が今頑張っ
ていることや、新たに生まれた挑戦したいこ
となどの話をして、みんなが大人になってる
なと、とても実感しました。
　けど、大人になりつつもまだまだ昔みたい
に、わちゃわちゃした感覚もあって、懐かし
く嬉しくなりました！
みんなの未来に幸あれ！たまには休憩もしつ
つ何十年とあるまだまだ長い人生頑張り続け
ようね！　　　　　　　　　　松本　愛梨

　　12月20日(土)お話会とクリスマス会
　を開催しました。今回はてぶくろの会
による読み聞かせ、簡単カップケーキ
づくり、射的あそびと盛り
だくさんで、参加し
た子どもたちは
楽しいひと時を
過ごしました。

　12月7日（日）高松小中学校の
体育館にて、ボッチャ大会を開催
しました。約70名の方に参加していただき、
とても和気あいあいとした大会となりました。
　ボッチャは、子どもからシニアまでが一緒に
楽しめるスポーツなので、もっとたくさんの方
に参加していただけたらと思います。
　大会上位4チームは、高松地区の代表として
1月31日(土）に開催の鹿嶋市の大会に出場し、
木滝チームがブロック優勝をしました。
おめでとうございます！

　1月31日(土）凧作り教室を開催
しました。「たこ先生」こと、本
田勉先生に指導していただくのは、
今回で6回目となりました。材料は
竹ひごと和紙という昔ながらの6角
凧に墨や染料で絵を描きます。に
じみやすい染料を子ども達はとて
も上手に塗っていました。
カラフルで素敵な凧ができました。

◀木滝チームの皆さん

　▲カップケーキづくり
◀射的遊び

えんぴつで下書きしてます



　1年生は、自然体験学習として
スキー活動を行ってきました。初
めてスキーに挑戦する生徒も多く、
最初は不安そうな様子も見られま
したが、仲間と声を掛け合いなが
ら練習を重ねるうちに、滑れるよ
うになる喜びや達成感を味わうこ
とができました。自然の中で過ご
した時間は、協力する大切さや挑
戦する気持ちを育む貴重な時間と
なりました。

   あっという間だった小学校生活が終わろうとしています。
私たちのクラスはいつもポジティブでとても賑やかなクラ
スです。学校行事では自分たちで考え行動し、みんなが
協力して準備をしたり、辛いときでも全員で支え合ったり
して乗り越えてきました。
別の中学校に進学し離れる友達もいるけど、高松小学校
での思い出を心の片隅にいつまでもおいておきたいです。
ありがとうございました。



地
域
の
宝
発
見
！

　
　
　
　
　
　「
鳥
追
い
」

　

一
月
中
旬
、
木
滝
、
粟
生
、

谷
原
、
国
末
地
区
で
「
鳥
追
い
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
「
鳥
追
い
」
は
田
畑
に

害
を
与
え
る
鳥
獣
を
追
い
払
っ
て
豊
作

を
祈
る
小
学
生
の
行
事
で
す
。

　

当
日
は
太
鼓
や
ホ
ラ
貝
を
鳴
ら
し
て
、

「
オ
ー
メ
ン
テ
ー
、
オ
ー
メ
ン
テ
ー

（
お
め
で
た
い
）
」
と
大
き
な
声
で
囃

し
な
が
ら
地
区
内
の
家
々
を
ま
わ
り
、

家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
、
五
穀
豊
穣
な

ど
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
少
子
化
の
影
響
で
や
め
る

地
区
も
あ
り
、
今
は
木
滝
、
粟
生
、
谷

原
、
国
末
の
四
地
区
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
佐
田
地
区

は
お
盆
に
「
お
っ

母
ち
ゃ
ん
や
ー
」

を
行
っ
て
い
る
）

セ
ン
タ
ー
長

Q
ち
ゃ
ん

げ
ん
き
く
ん

粟生地区の「鳥追い」の様子
□


